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一、令和 7年度（2025年度）の法人経営状況 

国際ことば学院外国語専門学校と国際ことば学院日本語学校の両校は、収容定員の変更がなさ

れた。国際ことば学院外国語専門学校は 200名、国際ことば学院日本語学校は 210名とした。 

国際ことば学院外国語専門学校の学生数が、新型コロナ感染後の低迷を脱却して改善傾向にあ

るとはいえ、2025年度の学生募集が100名の定員数充足に今一歩届いていない状況であった一方、

日本語学校二校の学生募集は順調であった。そのため、法人全体としての経営状況は堅調であっ

た。 

 

 

二、認定日本語教育機関の申請と登録日本語教員資格取得への取り組みの進捗状況 

かねてより進められてきた認定日本語教育機関への申請状況と、日本語教師の先生方による 

登録日本語教員資格取得への取り組みについて進捗状況は以下の通りである。 

 

【国際ことば学院日本語学校】 

2025年 9月    日本語教育振興協会第三者評価実地審査 

2025年 10月 1日  評価 Bの判定が下された 

2025年 11月～2026年 2月  

日本語教育振興協会による認定日本語教育機関申請支援研修（全五回） 

 

        2026年 3月   事前相談の予約と書類一式提出 

     

    2025年度までの登録日本語教員の資格取得状況：本務等教員 6名 

                           非常勤教員 8名 

 

【国際ことば学院富士山日本語学校】 

2025年 11月～2026年 2月  

日本語教育振興協会による認定日本語教育機関申請支援研修（全五回） 

2026年 2月 20日  日本語教育振興協会第三者評価実地審査 

 

2025年度までの登録日本語教員の資格取得状況は：本務等教員 5名 

                        非常勤教員 2名 

 

 



 

 

三、「大和まほろば日本語学校」土地建物売却完了 

2024年 3月に閉校した「大和まほろば日本語学校」の土地建物の売却について、同年 10月に積

水ハウス（株）に依頼した。当初売却価格として示された積水ハウス見積額 1,980万円をもとに、

本法人は 2,500 万円を提示した。その後、2025 年 1 月に興味を示した事業体により校舎内の雨漏

り箇所の指摘などもあり、1,500万円での買付証明が提示された。しかし、売却開始直後でもあり、

他の購入希望者の可能性を期待して取引を中止した。 

雨漏り箇所については、積水ハウスに調査を依頼。修繕した場合の費用は、約 300万円と見積も

られた。その後、2025 年 7 月 23 日、西武建設（株）より 1800 万円の買い付け証明が提示された

が、シャッターの不具合などが見つかったため、最終的に、11月 27日、西武建設（株）との間で、

1660万円での売買契約が成立した。 

 


